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（２） 　原注：この対照は、中田博士が 1906 年に論文「Commendatio と名簿捧呈の式」（法





書第 658）からの源義光（1045 年 -1127 年）の例は、六条顕季（1055 年 -1123 年）が
闇夜に守ってくれたことへの感謝であり、それ自体なにも比較すべきものではない。
石井良助『法制史』237-238 頁も留保付きではあるが、中田博士と同じ見解である。















































































服従（obéissance）の誓約に署名するように求め、1611 年３月 24 日（慶長 16
年４月 12 日）には西国の「大名」に、また 1612 年２月６日（慶長 17 年１月
５日）には東国の「大名」にこれを更新させた。最初の徳川幕府に対する忠


























（７） 　原注：1611 年と 1612 年の誓約は、1615 年（慶長 20 年）に公布される武家諸法度 13
か条の基礎であり、大名の義務を明らかにした。
（８） 　原注：Age de Kamakura, Sources (1150-1333), III, Archives: Chartes Japonaises (Monjo), 
238-239 頁。
































たのである。後醍醐天皇は、短い在位期間中の 1335 年３月 26 日（建武２年
３月１日）の宣旨（９）で、御家人に対して「大番役」として都からの距離に応




















（９） 　原注：建武年間記は、大日本資料第６シリーズ２巻 303-306 頁、群書類聚 454 番 19
巻 1941 年版 749-751 頁に引用。
























（10） 　原注：F. Guillain, Châteaux forts japonais, Bulletin de la Maison Franco-Japonais, 13 巻




























（11） 　原注：Age de Kamakura, Sources (1150-1333), III, Archives: Chartes Japonaises (Monjo), 
24 ７、２52 頁参照。
（12） 　原注：勝峰月渓『古文書学概論』1930 年 404-405 頁。























えば年 10 万石（180,400 ヘクトリットル＝ hℓ）の所領を有すれば、「陪臣」
（vassaux）から 30 人の兵士（侍）（cavaliers）を供さねばならなかった。
（13） 　原注：Yves Cossard, Le Manyôshû, Miroir du Japon: Soldat qui chantent, Les Seklmori no 
Uta (Monumenta Nipponica, ６巻、1943 年 314-329 頁）。
49 － 抄訳：ジュオン＝デ＝ロングレイ著「日仏英の中世社会と法制度」（2）（小梁）
− 116 −






















（14） 　原注：この種のことは、1148 年９月 23 日（久安４年８月９日）に従三位を受けた藤
原多子（1140 年 -1202 年）が邸内に設けている。この場合には、999 年３月１日（長
保元年２月 11 日）に三位を得た娘藤原彰子（988 年 -1074 年）のために父道長（966
年 -1028 年）が行ったものを、多子の養父頼長（1120 年 -1156 年）が詳細にわたって倣っ
たと言われている。

























≪Ministeriales≫（高職不自由人）、≪ Tenants en sergenterie≫（役士保持人）












































この封建体制がピエール・ド・フォンテーヌ（Pierre de Fontaine、13 世紀法


































































































広島法学　43 巻２号（2019 年）－ 42
− 123 −
前者が後者を支配するようになり、こうした擬制は税法上の特権ではよく知



































































































































































ボダン協会（La Société Jean Bodin）であるが（16）、同協会はこの語に付きまと
（16） 　訳注：Le servage, Recueils de la Société Jean Bodin pour l'histoire comparative des 
institutions, 1936. 





















（17） 　原注：中世イギリス農民階級の一般的状況は、Frédéric-Marie-Denys-Georges Joüon 
des Longrais, Le vilainage anglais et le servage réel et personnel; quelques remarques sur la 
période 1066-1485, Recueil de la Société Jean Bodin, Tome II, Le Servage, Bruxelles, 1937, pp. 
199-242 を参照。フランスについては同号、M. P. Petot, L'evolution du servage dans la 
France coutumière du XIe siècle, pp. 155-164、極東については、H. Maspero, Les régimes 
fonciers en Chine, pp. 265-314; M.A. Gonthier, Le servage dans l'Empire du Japon, pp. 315-327
を参照。イギリス、フランスの読者は日本について、TAKEKOSHI Yosaburo, The 
economic aspects of the Hhistory of the civilisation of Japan, Londres, 1930（全三巻）とくに






業（métier rural）の義務のほかには、農民（colons）は≪ homme libre≫（自
由民）であったと言われている。さらにこの古代の農民（colons）の子孫は
カロリング朝まで続いたが、長く信じられてきたことと違い、その後大部分















































≪ présence seigneuriale≫（在地領主）、≪ réserve seigneuriale≫（領主留保地）
はこの問題を解くカギである。イギリス、フランスでは≪ en mansus 

























これがうまくいくこともある。たとえば≪ esclavage≫（奴隷、 slave, Sklaverei）
は９世紀以降もラテン語の≪ servus≫の明瞭な定義を全世界に広めたが、
≪ servage≫という語はそうではない。フランス、イギリスについて論じる場
合も定義を必要とし、日本には同じものはないことを明らかにすべきである。
 第２回　了
